
　同校体育館で、授業参観を兼ねた「職場体験学習発表会」が行われ、生徒たちが保護者らの前
で職場体験の内容や感想などを発表しました。
　発表はグループ毎に行われ、生徒たちは写真やイ
ラストを使って説明したり、発表者が仮装や寸劇を
したりと、その発表方法はさまざま。各グループと
も、発表が終わるたびに、聞いていた保護者や先生・
生徒たちから大きな拍手を受けていました。
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　両幼稚園で「夕涼み会」が行われ、浴衣や甚平を着て参加した園児たちが、オリジ
ナルうちわを作ったり、ダンスや花火などをして家族と楽しいひと時を過ごしました。

震災対策一口標語

 いつも用心

　地震の不意打ちに  備える心
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6月の出動 火災  0件（1月からの累計 　5件）
　　　　　　救急25件（1月からの累計134件）

ご寄付ありがとう（7月25日現在）
○飯舘村社会福祉協議会
　▶ 川井　吉夫さん（二枚橋）から金 100,000円

　
「
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
同
時
交
流
」
で
、
村

に
訪
れ
た
ド
イ
ツ
団
員

た
ち
が
流
し
そ
う
め
ん

を
体
験
し
た
時
「
ユ
ニ
ー

ク
な
食
べ
方
で
す
が
、
こ

の
方
が
美
味
し
い
の
で

す
か
」
と
聞
か
れ
、
答

え
ら
れ
る
人
は
い
ま
せ

ん
で
し
た
▽
詳
し
い
理

由
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

お
そ
ら
く
涼
し
さ
を
感

じ
ら
れ
る
食
べ
方
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
▽

そ
の
他
に
も
お
茶
や
そ

ば
打
ち
、
餅
つ
き
な
ど
、

ド
イ
ツ
団
員
た
ち
は
日

本
文
化
を
存
分
に
堪
能

し
た
よ
う
で
す
▽
「
ま
で

い
」
マ
ー
ク
入
り
帽
子
を

持
ち
帰
っ
た
団
員
た
ち
。

こ
の
マ
ー
ク
や
「
ま
で

い
」
を
地
元
で
ど
う
説
明

し
、
ど
の
よ
う
に
広
が
っ

て
い
く
の
か
楽
し
み
で

す
。

火災・救急情報

夏といえば「浴衣」に「うちわ」
７
20

▲ 園児の話し相手をする生徒

７
18

　飯舘中学校（遠藤隆徳校長）の全校生徒が、村内外の公共施設や事業所、農家などで２日間の
職場体験学習を行いました。
　この職場体験学習は、働くことの大切さや苦労について理解を深め、自分が住む地域に愛着を
持つことを目的に、同校が総合学習の一つとして毎年実施しています。今年は、生徒たちが農家
をはじめ公共施設や商店、村内外の企業や福祉施設など40ヵ所以上に分かれて、それぞれ仕事

－体験学習発表会－

▲ 保護者の前で学習の発表をする生徒たち

自分の将来の生き方を考える －中学生職場体験学習－

草野幼稚園 ７
26 飯樋幼稚園

▲ 園児と散歩をする生徒

を体験しました。このうち「や
まゆり保育所」で園児のお世話
を体験した２年生の松下結衣さ
んと佐藤愛理さんは、「園児と
言葉がうまく通じず大変でし
た。また、子どもには臨機応変
に対応しなければならないこと
が分かりました」と感想を話し
ていました。

７
10

７
11～
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▲商工会の模擬店 ▲焼肉コーナー ▲行政区のふるさと自慢コーナー

　

い
い
た
て
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
庄
司
和
明

実
行
委
員
長
）
主
催
の
「
第
24
回
い
い
た
て
夏
ま

つ
り
」
が
、
村
民
の
森
「
あ
い
の
沢
」
イ
ベ
ン
ト

広
場
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
会
場
に
は
村
内
外
か

ら
約
２
３
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
夏
だ
!!
飯
舘
牛　

極
上

牛
丼
フ
ェ
ア
」。
飯
舘
牛
の
肩
ロ
ー
ス
を
使
用
し

た
極
上
牛
丼
の
販
売
や
焼
肉
コ
ー
ナ
ー
、
ホ
テ

ル
「
ヴ
ィ
ラ
イ
ナ
ワ
シ
ロ
」
の
山
際
博
美
総
料
理

長
に
よ
る
牛
肉
の
調
理
実
演
・
試
食
な
ど
、
ま
つ

り
を
通
し
て
飯
舘
牛
を
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
会
場
内
に
は
、
ペ
ア
対
抗
ま
で
い
に
完

食
コ
ン
テ
ス
ト
、
カ
ブ
ト
ム
シ
争
奪
ス
イ
カ
割
り

大
会
、
飯
舘
産
ミ
ニ
ト
マ
ト
つ
か
み
放
題
、
電
動

立
ち
乗
り
二
輪
車
「
セ
グ
ウ
ェ
イ
」
体
験
搭
乗
、

子
ど
も
木
工
体
験
教
室
、
模
擬
店
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
抽
選
会
、
文
化
協
会
団
体
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
、

相
馬
地
方
や
川
俣
町
・
村
内
の
ヨ
サ
コ
イ
競
演
な

ど
多
数
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
模
擬
店
に
は
、
行
政
区
を
は
じ
め
、

新
地
町
・
鹿
島
・
小
高
各
商
工
会
広
域
連
携
の
特

産
品
、
村
商
工
会
や
加
工
団
体
、
愚
真
会
の
手
打

ち
そ
ば
な
ど
が
出
店
。
各
テ
ン
ト
の
前
に
は
、
特

産
品
な
ど
を
買
い
求
め
る
客
の
列
が
で
き
て
い
ま

し
た
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
会
場
に
訪
れ
た
人

た
ち
は
、
お
い
し
い
牛
肉
を
味
わ
い
な
が
ら
、
村

の
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
た
よ
う
で

す
。

第24回 いいたて夏まつり 夏だ!! 飯舘牛
極上牛丼フェア

７
28
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第
24
回
い
い
た
て
夏
ま
つ
り

第24回いいたて夏まつり　「夏だ!!飯舘牛 極上牛丼フェア」

▲飯舘はなづか太鼓

▲

▲

焼肉コーナー

▲�「ヴィライナワシロ」山際博美総料理長による飯舘牛を使っ
た「韓国風牛煮込み丼」と「イタリア風牛煮込み丼」の調
理実演・試食

▲�あいさつする亀岡偉民
　衆議院議員

▲�ペア対抗までいに完食コンテスト

▲�審査のポイントはトウモロコシと猪カレーを早く、仲良く、楽しく、
きれいに、おいしそうに食べたか

▲�新地町・鹿島・小高・飯舘村の4商工会に
よる特産品販売コーナー

▲�愚真会の手打ちそばコーナー ▲�食を考える会の健康展示ブース▲�新地町、相馬市、南相馬市、川俣町から5つのヨサコイチー
ムが出演（写真は川俣町）

▲村のヨサコイチーム「いいたて愛」

▲飯舘民謡同好会

▲子ども木工体験教室

▲カブトムシ争奪スイカ割り大会▲草野小5～6年生によるヨサコイ

▲セグウェイ体験搭乗 ▲ミニトマトつかみ放題

▲今回が結成後初出演となった太極拳「いいたてローズ」

▲飯舘フラクラブ

▲佐須虎捕太鼓


